
千歳市消防署では、平成29年1月1日からガイド
ライン2015での各種救命講習を始めています。



成人 小児 乳児 成人 小児　 乳児

テンポ

方法 両手 両手または片手 指２本 両手 両手または片手 指２本

心停止の判断

通報

年齢区分

改正前（ガイドライン2010） 改正後（ガイドライン2015）

反応がないと判断した場合には、直ちに大声で助け
を求め、119番通報とAEDの搬送を依頼する。

反応がないと判断した場合、または反応があるかどう
か迷った場合には直ちに大声で助けを求め、119番
通報とAEDの搬送を依頼する。

普段どおりの呼吸が見られない場合は心停止と判断
する。

普段どおりの呼吸が見られない場合、またはその判
断に自信が持てない場合は心停止とする。

少なくとも５cm
沈むまで

胸の厚さの1/3
または体格により
５cm沈むまで

胸の厚さの1/3
まで

約５cm沈むまで 胸の厚さの約1/3沈むまで

胸骨
圧迫

胸の真ん中（胸骨の下半分）
乳頭を結ぶ線の

少し足側
位置 胸骨の下半分（目安は胸の真ん中）

少なくとも100回/分 100回～120回/分

深さ



【問合せ先】
千歳市東雲町４丁目１－７
千歳市消防署　救急指令課

電話　0123－23－3062

http://www.fdma.go.jp/neuter/topics/kyukyu_sosei/sisin2015.pdf

厚生労働省（日本救急医療財団）より「救急蘇生法の指針2015（市民用）」が公開されています。
無料でダウンロードできますので、ぜひご一読下さい。

救命の可能性は時間経過とともに低下します
が、救急車が到着するまでの間、その場に居合
わせた人が救命処置を行うことにより、救命の
可能性が高くなります。

応急手当の方法は、さまざまな研究や検証を重ね、原則５年に１度、より良い方法へ改正されています。新
たな応急手当の方法は、それまでの方法を否定するものではありません。大切なことは、目の前に倒れてい
る人を救うために「自分ができることを行う」ことです。
緊急の事態に遭遇したときに適切な応急手当てができるように、日ごろから応急手当を学び、身につけてお
きましょう。

千歳市消防署では、AEDの使用法を含めた各種救命講習を定期的に開催しております。心肺蘇生法を、い
つでも勇気をもって実施できるように、救命講習を受講しましょう。日時等の詳細はお問い合わせください。


